
2022 年 5 月 16 日 

株式会社ハッピースマイル 

 

コロナ禍で増加傾向 約 98％の園で『先生が写真撮影を担当』   
保護者とのコミュニケーションが深まる一方で、ブレ写真や撮影枚数のバランス調整に悩む声も多数 

「保育・幼児教育現場の写真撮影に関する実態調査 2022」 
 

写真代行販売サービス「みんなのおもいで.com」を提供する株式会社ハッピースマイル（本社：埼玉県さい

たま市西区 代表取締役社長兼 CEO：佐藤堅一）は、保育園・幼稚園・こども園を対象とした写真撮影に関す

るアンケート調査を実施し、（調査期間：2022 年 3 月 25 日～2022 年 4 月 15 日）、5 月 16 日に調査結果を発表

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■2022 年度「保育・幼児教育現場の写真撮影に関する実態調査」調査概要■  

調査対象：オンライン写真展示サービス「みんなのおもいで .com」を 2019 年以降にご利用を開始し、半

年以内に本サービスサイトにログインした全国の保育園・幼稚園・こども園のうち 180 団体 

調査期間：2022 年 3 月 25 日～2022 年 4 月 15 日 

調査方法：FAX によるアンケート調査 

※回答率は小数点以下第 2 位を四捨五入して端数処理 

～調査結果トピック～ 

・園で販売している写真の撮影者を尋ねたところ、98.3％の園で先生が撮影をしていることがわかった。 

背景として、コロナ禍により外部カメラマンへの撮影依頼が減ったことで、先生が撮影する機会が増 

えたとの声が上がった。 

・園の先生が使用している撮影機材としては、コンパクトタイプのデジタルカメラやスマートフォン、 

一眼レフなど様々なものを場面によって使い分けている様子がわかった。 

一方で、スマートフォンのカメラ機能の向上などを背景に、スマートフォンのみで撮影している園も 

11.8%（21団体）あった。 

・写真撮影等に関する悩みを伺ったところ、「写真がブレる」(36.1%)など写真撮影に関するスキルに関 

するものと、「各子どもの撮影枚数を同数にすることが難しい」（34.4%）という園ならではの悩みが上

がった。 



■調査結果■ 

【設問１】 

 オンライン写真代行販売で販売している写真は誰が撮影していますか？（選択式・複数回答可）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オンライン写真代行販売を利用して販売している写真の撮影者は、98.3％の園で先生が撮影した写真を 

販売していることがわかりました。 

・コロナ禍により、外部カメラマンへの撮影依頼が減り、先生が撮影する機会が増えたとの声がありました。 

・写真展示・販売のオンラインサービス導入により、プロカメラマンによる行事写真だけでなく、園の先  

生が撮影した日常保育の様子を手軽に保護者に届けられるようになり、園職員による撮影機会が増えた  

こともわかりました。 

・日常の様子を写真提供したことで、「保護者とのコミュニケーションが深まった」という園もありました。  

 

【設問 2】 

（園の先生が撮影されていると回答された園のみ）撮影で使用している機材は何ですか？  

（選択式・複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・撮影に使用している機材として、全体の 68.9％がデジカメ、36.1％がスマホ・タブレットを使用している 

結果となりました。デジタルカメラとスマートフォン・タブレット端末を併用するなど複数の機材を使用  

して撮影している園も多く、状況に応じて使い分けていることがわかりました。  

・一眼レフを使用している園は、手軽に撮影できるコンパクトタイプのデジタルカメラとスマートフォン等 

を併用しながら撮影している園がほとんどでした。また、写真画質の向上等を理由に、スマートフォンだ  

けで撮影している団体も 21 団体ありました。 

・iPhone を使用して撮影すると、データが HEIC 形式になってしまい、JPG 形式に変更することが手間に 

感じるなど、スマートフォンを利用することで、新たな課題も生じている実態がわかりました。  

 



【設問３】 

 写真の撮影や展示などで困っていることはありますか？（選択式・複数回答可） 

 

・写真撮影について困っていることとして、「写真がブレてしまう」（36.1%）という撮影スキルの悩み 

と、「どの子供達も写っている枚数を同じにするのが難しい」（34.4%）という園ならではの配慮という 

２つが上位という結果となりました。 

「各お子さんの撮影枚数をそろえたい」という現場ニーズから、当社が昨年リリースした団体向け「AI 

顔認識機能」により、従来に比べて簡単に枚数集計ができるようになったという声が聞かれる一方で、  

依然として困りごとの上位に位置しています。 

・スマートフォンの普及などにより、プライベートでも写真撮影の機会やアプリを活用する機会が多いこ  

となどから写真撮影等について「悩みは特にない」（60.5%）との回答が最も多い結果となりました。 

こうしたことも、保育行事や日常の様子等の写真撮影を先生方自ら担当するケースが増えている要因の 

一つと考えられます。 

・その一方でその他の回答として、「逆光に苦戦している」「シャッターが間に合わない」「撮影（アング  

ル）の仕方が難しい」など、写真撮影のスキルに関するものが大半を占める結果となりました。  

写真撮影の不得手な先生方が、お子さんを撮影するのに非常に苦労していることがうかがえ、個人によ  

って大きく負担感が異なる点がわかりました。 

 

 

▼本調査結果データの利用について 

・本調査内容は、転載・引用いただくことができます。（当社へのご連絡は不要です。）  

以下の利用条件をご確認いただきご自由に活用ください。 

＊利用条件＊ 

(1) 本調査の結果データの著作権は「株式会社ハッピースマイル」に帰属します。  

情報の出典元として、株式会社ハッピースマイルの名前を明記してください。  

可能であれば URL（https://happysmile-inc.jp/）も記載いただけるとありがたく存じます。 

(2) 調査結果データの加工・改変は許可いたしません。  ※デザインの変更は可 

(3) 調査データをもとに、独自のコンテンツとして編集・執筆いただくことができます。  

(4) 当社が相応しくないと判断した場合には、利用の許可を取り消し、掲載の中止を求めることができる  

ものとさせていただきます。 

 



■団体向けサービス「AI 顔認識機能」について 

マスクを着けた状態でも、個人識別できる顔認識機能を利用した『展示

写真の自動集計機能』を昨年 2021 年 5 月より無料で提供しています。 

保育園等での写真販売において保護者様からよく挙がる声として「自分

の子供の写真の枚数が少ない」「同じ子供ばかりの写真が掲載されている」

など、平等な写真展示を求める声が少なくありません。 

そこで、多くの園では、掲載される写真に個人の偏りがないかなど、慎

重に確認をした上で、展示・販売を実施している現状があり、インターネ

ット販売で便利になった反面、展示枚数が多くなればなるほど、先生方が

写真を確認する時間も比例して増えてしまいます。とくにコロナ禍でマス

ク着用がスタンダードとなる中、確認作業による業務負担が増えています。  

また、個人情報管理等の観点から、写真撮影を望まないご家庭も増えてきており、複数の保育士によるダ

ブルチェック・トリプルチェックが必要になっている園も少なくないようです。 

これらの課題を解決するため、団体向けの顔認識サービスを開発いたしました。この機能を活用することで、

オンラインでの写真販売に係る業務負担を軽減し、保育・教育現場の働き方改革の一助となれば幸いです。 

 

 

■株式会社ハッピースマイル 会社概要 

代表者：代表取締役社長兼 CEO 佐藤 堅一 

本社所在地：埼玉県さいたま市西区指扇 1753 

設立：2012 年 4 月 2 日 

導入団体数：6,000 団体（2022 年 4 月末時点） 

事業内容：写真代行販売事業／プロカメラマン派遣事業 

HP：https://happysmile-inc.jp/ 

 

■本件に関するお問い合わせ 

株式会社ハッピースマイル 担当・取材窓口 

E-mail：secretary@happysmile-inc.jp 

 

https://happysmile-inc.jp/
mailto:secretary@happysmile-inc.jp

